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Ｉ。はじめに
全国各地で総合的な学習への取り組みが盛んに
行われている
。それらの実践中には，従来から
社会科が対象としてきた学習内容を取り上げなが
らも体験的活動のみが優先され
，社会科固有の知
識や概念を基盤とし
，社会認識形成を図るための
学習活動を構成する視点が欠落している傾向が見
られる
。その結果，多くの時間を費やしながらも
体験的活動によって獲得される認識内容の質が深
まらなかったり
，根拠に乏しい思考が繰り返され
たりするという問題点が指摘できる
。また，社会
科において保障すべき基本的知識の習得に十分な
指導がされない危険性もある1)
。
このような状況においては
，総合的な学習の中
核となる体験的活動と社会科の基本的知識の獲得
及び認識形成との関連を明らかにし
，両者が相互
補完的な関係を持ちながら学習活動が展開されて
いくことが課題と考えられる
。
そこで
，本小論は，従来社会科が学習の対象と
してきた内容を取り上げた総合的な学習の先行実
践事例の類型化
，分析を通して体験的活動の展開
方法と社会科の基本的知識の獲得及び認識形成と
の関連を明確にする
。そして，典型的実践事例の
分析から社会科と総合的な学習が相互補完的な役
割を果たす授業設計の視点を明らかにし
，授業モ
デルを提示することを目的としている。
Ｈ。総合的な学習の先行実践における目標記述と
展開方法に関する類型化
これまでも総合的な学習を説明
・分析するため
に多くの類型化が試みられてきた。村川雅弘氏は，
大　畑　健　実
(静岡県島田市立島田第二小学校)
学習内容決定の範囲と課題設定
・学習展開の決定
とに分類
・整理し，総合的学習を９つのタイプに
類型している2）
。高階玲治氏は，知識・能力の習
得と学習態度の形成の視点から分類している
‰
しかし
，これらの類型は総合的な学習の理論的方
向性は示唆しているが
，匚どのように総合的な学
習を展開したらよいのか」という学校現場の課題
に答えるには不十分である。
そこで本稿では
，どのような目的を持って授業
設計がされているのか
，その具現化のために学習
活動をどう展開しているのかを指標において
，目
標記述と展開方法の視点から類型化を試みる４）
。
１．目標記述と展開方法に関する類型
分析対象として匚総合
」匚総合的」厂統合」と題
して教育書籍
，研究紀要等に紹介されている事例
の中から社会科が学習の対象としている内容を取
り上げ
，学習目標や活動全体構成が明示されてい
る105事例を抽出した5）。
まず
，これらの実践が社会科の目標及び内容と
どのように関連しているかを目標記述から考察す
る
。目標記述の分析によって，その実践がどのよ
うな学習活動を意図して設計されているのか
，ま
た
， 展開の経過とともに学習者に獲得させよ
うとする知識や概念
，態度や技能等の授業設計の
意図を読み取ることができる。
目標記述を教科目標との関連から分類すると
「‾教科目標独立型
」と匚教科目標包括型」に類型
化できる
。教科目標独立型とは，総合的な学習の
目標と社会科で指導すべき内容が目標として明記
されている事例である
。例えば，５年生の事例で
は，総合的な学習の目標として厂地域社会に対し
45
て環境保全の積極的な働きかけをすると共に，実
践活動を通して環境保全の大切さを考える」と記
述され，その学習を構成する社会科の目標として
「‾地域の漁業や養殖業，栽培業業センターなどの
見学に行き，自然環境の様子や環境保全の現状な
どを観察したり体験したりしながら水産業に従事
している人々は，自然環境を生かし，生産を高め
る工夫をしていることを理解する」と記述されて
いる例があげられる。教科目標包括型は，社会科
としての内容を扱いながら，社会科としての目標
記述はなく，総合的な学習の目標の中に社会科の
指導内容が包括された事例である。例えば，５年
生で 匚米作り，農作業の実習体験を通して祖先，
家族，地域などの知恵を学び，夢の広がる未来の
農業像がもてる」と記述され，農業について体験
的活動を中心に展開している例があげられる。
次に，目標記述に基づいてどのように学習活動
が展開されているかを考察するために展開方法を
視帽こ類型化をすると 匚部分合成型」「‾全体相関
型」厂教科脱却型」になる。これらの展開方法は
総合的な学習の教育課程内における時間的位置づ
けによって大きく左右されているため，時間的な
位置づけにも着目しながら類型化を行った。
匚部分合成型」は，社会科が単元として成立し
ているのではなく，総合的な学習を構成するため
に単元の一部が取り込まれて展開されている。こ
の事例では，教科間の関連づけによって生み出さ
れた時間や学校裁量の時間を活用して体験的活動
が設定されている。例えば，厂アジアの人々との
深いつながりを知り，互いに助け合っていこうと
する態度を育てる」という学習の中で，アジアと
日本の関係を貿易の部分だけを取り上げて学習を
構成している例があげられる。
「全体相関型」は，社会科単元全体の目標達成
を目的とし，一教科または複数教科が単元単位で
体験的活動と関連づけながら展開されている事例
である。この事例においても部分合成型と同じ方
法によって時間を生み出し，体験的活動を設定し
ている。この類型は，教科学習と体験的活動を並
行して展開し，相互の関連が生じることを意図し
た 匚並列型」と社会科学習の発展的な位置づけと
しての体験的活動を社会科単元終了後に設定して
ー
いる「直列型」とに細分化される。
「教科脱却型」 は，教科に関係なく設定した課
題に対して学習者が多様な体験的活動を展開して
いく事例である。 この事例で は， 教育課程内に新
たな時間枠を設定して学習活動を展開している。
上記の展開方法を図式化すると図１となる。
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図１　展開方法の図式化
上記の目標記述を縦軸に展開方法を横軸にして
105事例を類型化すると表 １のようになる。
表１　社会科関連の総合的学習実践類型化
言畏 部　分合成型 全体相関型 教　科脱却型 計並列 直列
教科目標
独 立 型
７ 23 10 ０ 40
教科目標
包 括 型 15 ８ １ 41 65
計 22 31 11 41 105
表２から目標記述の違いによって，どのような
展開方法がされているのかという目標記述と展開
方法の関連について以下のことが明らかになった。
まず，教科目標独立型の40事例中，部分合成型
が７事例，全体相関型が33 事例あり，そのうち並
列型が23事例，直列型が10 事例ある。教科脱却型
には教科目標独立型の実践は見られない。部分合
成型の７事例は，社会科単元の学習を構成する部
分的内容を取り上げるに止まり，社会科単元全体
を通して獲得をめざす目標は記述されていない。
全体相関型の33事例は，社会科と総合的な学習の
目標が並記され，社会科単元を通して獲得を目指
す目標が記述されている。
次に教科目標包括型は65事例中，部分合成型が
工5事例，全体相関型が９事例，教科脱却型が41事
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例あった
。部分合成型の15事例は，学習時間とし
ては社会科を位置づけ
，社会科に関連する取材や
体験的活動が展開され
，総合的な学習の目標具現
化に向けての
一部分として組み入れられている。
全体相関型の９事例は
，社会科単元として位置づ
けられているものの明確な目標記述はなく
，総合
的な学習と社会科との関連が
一部記述されている
に止まっている
。教科脱却型の41事例のすべてが，
社会科の内容を総合的な学習として取り扱いなが
らも目標記述の中には
，社会科に関する内容の記
述は見られない。
以上のことから社会科で獲得を目指す学習内容
を明確にし
，総合的な学習の中での社会科の位置
づけを明らかにするためには
，目標記述は，教科
目標独立型が適当であり
，社会科の学習内容を保
証して記述された目標に基づいた展開をするため
には全体相関型が有効であると考える
。
２
．各類型における典型的事例の分析と考察
先に見た目標記述と展開方法の関連において教
科目標包括型と教科目標独立型の問題点や有効性
を展開方法との関連を視点に典型的実践事例を分
析
，考察する。そして総合的な学習の中でどのよ
うな社会科の基本的内容が獲得されているのか
，
また
，どんな展開をすれば社会科と総合的な学習
が相互補完的な役割を果たす学習活動が展開でき
るのかについて明らかにする
。
ここでは
，教科目標包括型の中で多くの事例が
見られる部分合成型と教科脱却型の事例
，教科目
標独立型では全体相関型の中から事例を取り上げ
，
目標記述と展開方法との関連を礼帽こ分析する
。
（1）教科目標包括型の典型的事例分析ａ匚部分合成型」事例分析
教科目標包括型においては
，部分合成型に位置
づけられる事例は
，22事例の中で15事例と多い。
これらの実践は
，社会科の学習内容と他教科の学
習活動を
一つの主題によって関連づけながら一連
の体験的活動として展開し
，それぞれの教科目標
と総合的な学習の主題に迫る活動を具現化しよう
としているところに特徴が見られる
。ここでは，
15事例の中から匚食料生産」を主題とし，その主
題や体験的活動に関連づく複数の教科を組み合わせて学習を展開している横浜市立日枝小学校の５
－
年生匚発見お米ワールド」の実践を取り上げて分
析考察する
。この事例は，匚米の生産」について
学習し
，その発展として食文化に扎点,を当てた国
際理解学習への発展をも意図している
。総時数72
時間で学校裁量旅国語14
，社会祗理科10，家
庭４
，活工時間か学習時間として当てられてい
る
。単元目標は厂米に関する栽培活動や調査活動
を通して
，米作りの大変さや米の大切さに気づく
とともに
，米料理づくりを体験して文化や習慣の
違いに気づき
，いろいろな国の人だちと親しみを持っ
て接していくことができる
」と設定されている。
更に
，厂生きる力の育成を目指して」と題して
匚活動への意欲］匚学ぶ力の習得」匚生き方の探求」
の観点でも目標が設定されている
。学習活動とし
ては
，匚お米博士になる」とう小単元を国語10，
社会８時間で構成し
，稲作の仕事内容や工夫など
自分の学習テ
マーを決めて活動を進めている。そ
して
，その成果を学級全体で発表会をすることに
よって交流する
。また，この学習と並行して社会，
理科
，国語の時間削減で生まれ九時間や学校裁量
の時間を組み合わせて稲を育てる体験に取り組ん
でいる
。ここでも収穫祭や学習成果の発表会を開
いている
。その後，学校裁量と家庭科の時間を使っ
て世界の米料理を外国の人と
一緒に作ったり，日
本の食習慣を外国の人に教えたりするような交流
活動も組み入れている。
この実践では
，単元全体を構成するために米作
りは社会科で
，料理は家庭科でというように単元
目標に示した体験的活動と教科学習を部分的に関
連付けて展開している
。その成果として米作りの
体験から農作業の工夫や苦労を実感として学び，
教室の中だけの学習活動より米の大切を感じるこ
とができるであろう
。また，外国の料理と比較す
ることによって
，外国の生活の様子や習慣の一端
にも目を向けていくてあろう。
しかし
，地形や気候条件から考える我が国の農
業の特色や食料確保の上での農業の重要性
，農業
人口の減少や後継者不足の問題などの基本的知識
や概念に支えられないままに日本の農業について
考える学習が終わってしまう危険性がある
。また，
日本の米づくりの現状認識が不十分なままに外国の食生活にふれる学習をしても表面的な学習に止
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まってしまうことも考えられる。
このように
，部分合成型においては，各教科の
体験的活動に適した部分的内容だけが目標記述の
中に取り上げられて学習活動が構成されるため
，
社会的事象を考察するための基本的知識内容の獲
得やその事実の背景となる因果関係についての認
識が不十分なまま学習が展開される危険性がある
。
その結果
，根拠に基づかない思考が展開されたり，
問題意識の深化・発展に結びついていかなかった
りする問題点を指摘できる
。
ｂ匚教科脱却型」の事例分析
この類型の訂事例は
，すべて教科目標包括型に
位置づけられる
。これらの実践の特徴は，教育課
程内に教科とは別に
，「総合」の時間を設定した
り
，既存の教科内容を再構成して新たな学習領域
を設定したりして教科枠を越えた課題の追求に対
する自由な体験的活動を展開しているところにあ
る
。目標にも教科目標の記述はなく，主題に対す
る活動内容や教師が学習者に期待する姿が明示さ
れるに止まっている
。この類型に属する実践は研
究指定校に多く見られる
。その中から文部省教育
課程開発研究校であった京都市立御所南小学校の
第６学年匚人でつながる世界」を分析考察する。
本実践は
，教育課程を再編成し，週８時間を総
合学習として体験中心の学習が展開されている
。
この時間の目標は匚人・自然・社会に興味や関心
を持って関わり
，ふれあいを深め，自分にとって
意味ある課題をみつけて
，自分らしく追究する力
を育てるとともに
，実践を通して自分の生き方や
考え方を確かにし地域社会に生かす力を養う
」と
されている
。そて，この厂総合かがやき」と呼
ばれる活動の中に匚社会生活についての理解を図
り
，我が国国土や歴史に対する理解と愛着育
て
，国際社会に生きる民主的，平和的な国家・社
会の形成者としての公民的資質を養う」という社
会科の目標が含まれると考えられている
。
48時間で構成される厂人でつながる世界」では，
匚ふれる」段階で中匡|や大韓民国などｎ力国の人
と話したり歌ったりする中で匚世界と日本はどこ
でつながっているか」という問題意識をつかむ。
次に
，それらの国々の住まいや服装，生活習慣，
学校の様子，音楽などを調べ，匚世界の人々と共
－
に生きるにはどうしたらいいのだろう
」と問題を
設定する
。その追求のために，インターナショナ
ルスク
ルーと交流したり，インターネットを使っ
て日本を紹介したりする活動へと展開していく
。
本実践のように教科の内容や時間の枠を越え
，
学習者が実際に外国の人と自由に交流し
，その国
の文化に直接触れることには
，実感を伴った理解
を深める上で大きな意義かおる
。また，多方面か
らその国の様子を調べる学習を通して日本と世界
の国々との結びつきを考えることは
，「文化や生
活に触れる
」学習として学習者の興味や関心を高
めるであろう
。しかし，日本と外国の国々との歴
史的背景
，地理的特色，経済的な関係，文化交流
に関する基本的知識に支えられないまま
，「外国
の文化や生活に触れる」ためだけの体験活動が展
開される危険性がある。
このように教科脱却型では
，十分な時間をかけ
て主題に関わる社会的事象を直接体験しながら課
題を解決する体験的活動の展開が可能となる
。し
かし
，学習活動に多くの時間を要することや根拠
に乏しい思考や思いつくままの活動が展開される
危険かおる
。また，多の社会的，歴史的事実に
支えられてた根拠ある価値観の形成や思考の深ま
り
，将来に向けての発展的行動にも結びつきにく
いという問題点も指摘できる
。
（2）教科目標独立型の典型的事例分析ａ匚全体相関並列型」の事例分析
この類型に位置づけられる31事例中
，23事例が
教科目標独立型である
。これらの実践の特徴は，
総合的な学習の主題に関連する教科と体験的活動
を同時期に展開し
，相互の学習内容を単元レベル
で意図的に関連づけているところに見られる
。そ
の中から社会科と国語を並行して展開しながら
，
その学習成果を体験的活動によって関連づけよう
とした佐賀大学文化教育学部附属小学校４年の
匚ちびっ子放送局をつくろう
」を分析考察する。
この事例では
，国語科の厂雪のあるくらし（10
時間）
」の説明文と社会科の匚雪国のくらし（７
時間）
」を並行して展開しながら，その学習成果
を放送番組づくりの体験的学習へと展開している
。
従って
，社会科の目標として「日本国内の雪の多
い地域の気候や自然の様子，気候に適応した人々
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の生活の様子を調べ
，気候を生かした生活をして
いることに気づく」とし，国語科の目標を匚文章
の叙述に即し
，段落相互の関係に注意して，文章
の中心的事柄を読みとることができる」と明記し
ている
。更に，総合的な学習の目標も匚地方の生
活への認識を深めること」と番組づくりを通して
「‾言語能力を高めること」というように二教科の
単元目標と体験的活動をも含んだ単元全体の目標
も明記している。
本実践の単元構成は
，異なる教科の単元目標を
雪国という共通点によって結びつけ
，単元レベル
で相互に学習成果を関連づけながら匚ちびっ子放
送局をつくろう」という二教科を貫くテーマを設
定する
。このことで，教科学習との関連づけや思
考の発展性を意図し
，質の高い体験的活動に取り
組ませようとしている。
そのため
，社会科の学習だけでは具体的にイメー
ジしきれない雪国の人々の生活の様子を国語抖の
学習で読み深めたり
，表現活動段階でより具体
的にイメージし する学習が実現される。
反面
，表現活動としての放送番組づくりに十分
な時間的保証がされていないため
，雪国の生活を
学習者の生活と関連づけて表現できるような体験
的活動が構成されていない点に問題が指摘できる
。
このように全体相関並列型に属する事例におい
ては
，単元レベルでの異教科関連を図っているた
めに
，複数教科の単元が目標とする学習成果を体
験的活動の中に発展的に生かすことが可能となる
。
しかし
，教科の単元全体の学習内容を保証しが
ら同時期に展開しているために
，体験的活動の位
置づけが学習の進度と対応しなかったり
，体験的
活動の時間か十分に保証されなかったりするため
，
教科学習の成果を拠り所とした体験的活動が十分
に保証できないという問題点が生ずる
。
ｂ匚全体相関直列型」の事例分析
この類型に位置づけられる
ｎ事例中，10事例が
教科目標独立型である
。これらの実践は，社会科
学習の発展として体験的活動を位置づけていると
ころに特徴が見られる
。その中から社会科単元の
学習を終えた後に体験的活動を結びつけた京都市
立高倉小学校の事例３年匚タイムトリップこちら高倉じょうほうきょく」を分析考察する。
－
この実践は
，社会科匚わたしたちの市のくらし
（９時間）」と匚校区の地図づくり（ｎ時間）」の学
習の発展として体験を中心とした「校区の昔探検
」
の学習が位置づいている
。まず，地域の公共施設
を調べ
，地図くりで土地の様子と地域の人々の
生活について学習している
。公共施設の見学では
厂女性総合センタ
」ーを見学し，その役割を学習す
る
。また，その場所の歴史的変遷にも目を向けさ
せ
，地域の厂見えるものから見えないもの」へ学
習を深めさせている
。社会科学習によって生まれた
地域の歴史への興味・関心を学習の意欲づけ，問題
意識として次の総合的な学習へと発展させている
。
社会科終了後に展開される総合的な学習では
，
個人の興味を持った地域の匚昔」に課題を求め，
友達と比べながら課題を吟味していく
。その課題
の追求方法も社会科での学習を拠り所にしながら
遊び
，生活，町並み等について10時間をかけて調
査する
。更に，学習成果の発表会を行って情報を
交換したり
，自分の学習を振り返ったりするよう
に構成されている。
この活動を通して子どもたちは
，社会科学習で
獲得した厂自分たちの生活が地域社会における公
共施設の働きや地域の人々の協力によって支えら
れていること
」「人々 生活は時代とともに変化し
ていること
」「地域の様子は多くの条件によって変
化していくこと
」という学習成果の根拠に支えら
れて
，地域の人々と関わりながら体験的活動を進
めることによって
，自らの生活に基づいた認識内
容を構成することができるであろう
。また，課題
意識も明確なために学習も主体的に行われること
が期待できる
。しかし，目標記述は，社会科に
おいて獲得された認識が体験的活動でどのように
発展していくのかという関連が明記されていない
。
このように直列型では
，社会科での学習内容が
体験的活動において学習者の生活に結びついて理
解されていく
。また，体験的活動の根拠や思考の
拠り所を社会科学習の成果に求めることも可能と
する
。反面，両者の学習活動に時間差かおるため
に
，両者の間にタイムリーな経験や思考の往復が
展開されにくく
，意図的な相乗効果を構想しにく
いという問題点が指摘できる。
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Ⅲ。社会科学習と相互補完を意図した総合的な学
習の授業モデル
１
．事例分析成果を組み入れた授業設計の視点
先のように教科目標包括型と教科目標独立型に
位置づけられる典型的な実践事例を展開方法との
関連において分析した
。その結果，教科目標包括
型に位置づく部分合成型では
，社会科の部分的内
容だけを取り上げるために
，社会事象を考察する
際に断片的知識や不十分な認識に頼り
，根拠に乏
しい思考が展開される
。また，体験的活動との関
連においても
，社会科単元で獲得した知識や認識
内容を拠り所にしての体験的活動が展開しにくい
という問歇点が指摘できた
。また，教科脱却型で
も
，活動に多くの時間を費やすことや根拠に乏し
い活動や思考が展開される危険性が指摘できた
。
一方，教科目標独立型に位置づく全体相関並列
型では
，体験的活動の位置づけが他教科の学習進
度と対応しにくがったり
，活動時間が十分に保障
できなかったりする
。直列型では，社会科学習と
タイムリーな体験や思考の往復ができにくいとい
う問題点が指摘できる
。しかし，社会科が獲得を
目指寸学習内容を保障し
，体験的活動と相互に関
連づけながら学習者に生活レベルでの実感を伴い
ながら
，学習内容の理解を深めることができると
いう点においては有効であった。
そこで
，授業モデルは，事例分析の成果を生か
して教科目標独立型による目標記述で
，全体相関
並列型を基本として授業設計をする
。また，上述
の問題点を克服し
，社会科学習と体験的活動が相
互補完的に機能し
，総合的な学習の主題及び目標
を具現化するための授業設計をするために以下のような視点を設定した。
・教科学習での成果を体験的活動の中で実感的に
理解したり
，体験的活動での成果を拠り所に教
科学習での理解や思考を深めたりする相互関連
が意図的に構成できる社会科単元と体験的活動
の全体相関並列型の展開方法を基本とする
。
・総合的な学習の主題にかかわる複数教科や道徳，
特別活動を組み入れる場合は
，それらが断片的
な学習活動に陥らないように
，教科目標独立型
とする。また，目標記述の中には，相互の関連
についても明記する。
－
・目標記述は，単元全体を通して獲得される知識
や認識内容を記述し
，体験的活動との関連の中
でそれらがどのように関連し
，発展していくの
かについて意図的
・計画的な構想を記述する。
・体験的活動は，社会科の学習成果を拠り所に多
様な活動が展開され
，学習内容が生活実感を伴
って理解できるように
，教科脱却型に見られる
ような主体的な活動と十分な活動時間を確保し
，
教科学習とは独立した活動として構成する
。
本研究における授業モデルは
，上述の視靴こ基
づいて小学校６年社会匚世界の中の日本
」の単元
を中核とした総合的な学習を設計する6）
。この単
元厂世界の中の日本
」は，小学校学習指導要領社
会第６学年目標（２）の匚我が国と関係の深い国
の様子や国際社会の中で占めている我が国の役割
を理解できるようにし
，世界の中の日本人として
の自覚を育てる
」基づいて設定されている。
そこで
，この単元を中核に国語科，道徳，体験
的活動の目標を単元として明確に記述し
，全体相
関並列型として展開する
。それらの学習成果が相
互に関連づけられながら
，総合的な学習として
「外国の国々と深い関わりを持とうとする心情
・
態度を育てる
」とう主題に迫るように設計する。
社会科単元においては
，国の様子や人々の考え方
を地理的
，経済的，歴史的，文化的視点,から考え
る学習を展開する
。また，その過程で資料の収集
やその活用方法も学習も位置づける
。
社会科と並行した体験的活動では
，表面的な外
国文化の体験に取り組むだけはなく
，その背景と
なる人々の考え方や生活の様子などの根拠に支え
られながら外国の様子についての理解を深めてい
く
。更に，国際交流を進めている具体的な人物を
取り上げ
，その生き方や考え方を学ぶ学習を道徳
として取り上げることによって社会科や体験的活
動での学習成果を支える構成とする
。
このような相互関連の構成によって総合的な学
習の目標である匚世界の中の日本人としての自覚
を育てる
」の具現化に向けて社会科・体験的活動・
道徳及び他教科の学習成果が学習者の中で行きつ
戻りつしながら展開され
，社会科，体験的活動，
道徳及びその他の教科の各単元の学習活動が相互補完的な機能を杲たしながら展開されると考える。
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２　社会科と相互補完的関係を意図する総合的な学習の授業モデル（１）単元　６学年　総合的な学習「アジア再発見」
-
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（
ができる。
それ
していくためにはどうしたらよいだろうか」の問題意識に対して、何をどのように調べていくのかの目的・方法を社会科学習
かにし
、体験的な学習活動を進める。また、中国語学習、墨絵留学生との交流などの体験活動を通して頌でわかっていた
「確認たり、もう一度考え直したりしながら中国の人々、特に姉妹校である愛山小学の友達と今まで以上に深い関わりを持と
る。呂「世界の中の日本」
ながりを地理的特色・経済的な関係・歴史的背景・文化交流等の多様な資料を活用しながら調べる学習を通して、外国の様子ｔ、そこに暮らす人々の様子や考え方についての理解を深めるとともに、外国の国々とのよりよい関係について考える。
名「外国の人と理解し合うために」、それぞれの要点をまとめる。また、筆者の（さまざまな国や文化、そしてそこに暮らす人々を知るためには異なる見方、考
Z）やわらかさを持ちたいものです」という考え方について詳しく読み取り、自分なりの考えをまとめる。
うためには相手の本当の姿を知ろうとすることが大切であるという心情を育てる。
の様子や考え方を知るために
、社会科で学んだ地理的特色・経済的な関係・歴史的背景・文化交流等のポイントに沿って学習計画
らのことをより深く知ることができる体験活動に友達と協力しながら取り組み、課題解決への自分たちの学習計画を実現すること
「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾総合的な学習の全体展開一一一一一一一一一一一一一一一
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の展開（14時間）
１【概要の把握】　　　　　　｜
世界の国々と日本は匚モノ・ひと・コtヽ」｜で日常生活の中で結びついていることを理解する。　　　　　　　 ｜
①日本と外国の国々とどのような結びつ（があるのか考えてみよう。　　　｜
歴史的関係
，文化交流，貿易，海外旅行
スポーツ交流，服装や歌の交流，食べ物
姉妹都市交流「どこの国からやってきたモノ？」
1
1
1
1
1
1
・
・「外国の国々と関係の深い出来事は？」・「日本に影響を与えた外国人は？」
②「○○国とは～つながりがある」を詳しく調べてみようＯ・中国とは，アメリカとは，韓人の交流で
は，～なつながりがある２【事実の追求１】
アメリカ合衆国とは，日本の最大貿易相
手国として深い結びつきがあることを個人調べの発表を通して学習する。また，身の
３
ペンデンスデイ・ダイハード・ディズニーｉ
等)，音楽や服装の流行・姉妹都市交流｜
(島田市と米国リッチモンド市の姉妹都｜市交流35周年記念誌一滞在体験談やホス｜
卜
家庭を体験して)。　　　　｜
④食文化ポップコーン・ハンバーガー O l【事実の追求２】　　　　　 ｉ
七のふるさととしての中国，戦争相
しての中国
，アジア共存国として
を歴史・戦争・文化・貿易・交流の
ら関係の事実を知るOZ)連一貿易相手国としての近年の
４
グラフ15年戦争以降の戦争の歴史
姉妹校と
来日時の「歴史を鏡としてう」の内容から「中国人に
を改めて考え
，これから日
くつきあっていくためにはればよいか考え，学習を発展させるい
中国湖州市愛山小学との姉妹校提携を記念した「友達の
日集会」を成功させるための活動に取り組む・学校の様子を紹介する　　　・中国語の挨拶を党える拶・楽しく過ごすゲームを考える
【活動への意欲づけ】・愛山小学からの手紙を紹介する
・島田市日中友好協会会長さんのお話を聞く【問題意識の高まり】
中国の人だちと今まで以上に仲良くしていく言説言誰且肘回百七留乱
【学び方の模索】中国のことについて詳しく知る。
①厂中国調べをするためのモノ・ひと・コトりすと」をつくる。（既にあリストを取材によってバージョンアッ
プする）②活動可能な内容を取捨選択し，活動計画を立てる。
ための活動】会話練習をするために講師の先生へお願いする
。
人口分布等の記入をした絵地図を作
らせるO（適時記入）から当時の様子中国の人たちの気持ちを聞くＯ（講師お願い）･中国人留学生や島田在住の中国の人だちと交流しながら
中国の様子について話を聞く･島田市訪中団の人からビデオを見せてもらう。
皿 皿）
皿 七三ラ匹 皿）[ 中国文化講座　＊これらの活動は例にすぎないO学]白Jjﾀｻﾞﾞ) 慓諳胆訌齟尸湎肖
【問題意識の増幅】
文化や習慣が違い
，日本人によい感情を持っていないだ
ろう中国の人だちとつき合うにはどうしたらよいのか。
中国の人たちと深く結びつ，仲良くするためにはどうしたらよいだろかO
Ｌ＿＿
【学びの発展・継続】
①愛山小学へ学校の紹介と私たちのメッセージを送るビデオレターを作って私たちの思いを伝えよう。
②校内に「中国ものしり館」を作ろう
。
③中国の人のために私たちが役立つことはないだろうか。
-
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８
〈道徳〉「フーバーさん」和子さんとフーバーさんの会話から次の内容に共感するO・表面的な事柄だけで他の国を
判断してはいけないO・その国の様子は歴史によって築かれてる。
本当の姿
を知るこ
とは，外
国との親
書につながる。
〈国語〉
｢外国の人と理解し合うために｣
○序論，本論，結論に分けて，それぞれ
の要点をまとめるOして次の点を考える。
・具体的にはどうすることか
・日本人同志の場合はどうか
○四つの日常会話を取り上げ，
それぞれどんな考え方がもとになっているのかを話し合うO
１
?
?
?
?
1
1
1
1
1
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
＿」
Ⅳ。おわりに
本小論で提示した授業モデルは
，社会科固有の
知識や認識内容を基盤にし
，体験的活動の中で学
習者の生活実感を伴った理解へと発展させていく
展開を意図して設計した
。そのことは, 2002年か
ら本格的に始まる総合的な学習においても匚体験
の質を高める」視点として重要であると考える。
先行実践事例の分析から授業設計の視点を導きだ
し
，社会科と体験的な活動の関連を明示した総合
的な学習の授業モデルが提示できたことは本研究
の成果と考える。
今後は
，教育課程全体を視野に入れ，限定され
た時間数の中での社会科学習における社会認識形
成
，能力形成が保証されるような総合的な学習の
実践を積み上げていく必要があると考える。
〔註〕
１）総合的な学習と社会科学習との関連については，
岩
田一彦「21世紀社会科と基礎・基本論」『社会系教
科教育学研究』第10号, 1998年pp.1 - 4,を参考とし
た。
２）水越敏行
，村川雅弘編著『小学校総合的学習の新
展開』明治図書,1998, pp. 14-21
3）高階玲治著「実践クロスカリキュラム」図書文化
1996年, p.12
4）類型視点の設定は以下の文献を参考にした。・高浦勝義編著『総合学習の理論』黎明書房1997年
pp.112-122 ・野上智行編著『「クロスカリキュラム」
理論と方法』明治図書, 1996年, p.31
5）分析対象とした105実践の出典は次の通りである
。
・児島邦宏，羽豆成二編著『小学校総合的な学習の時
間の研究の手引き』明治図書, 1997年
・高階玲治編『実践総合的な学習の時間一小学校』図
書文化, 1997年
・大阪教育大学教育学部平野小学校　研究発表要項・
学習指導案集, 1998年
・安彦忠彦監修　岡崎市立六ッ美北部小学校著『子ど
もが輝く総合学習』黎明書房, 1997年・京都教育大学教育学部附属桃山小学校著『豊かな人
間関係を培う学習』明治図書, 1998年
・京都市立御所南小学校　平成９年度教育研究発表授
業案内, 1998年
・京都市立御所南小学校　平成10年度教育研究　発表
授業案内, 1998年
-
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・京都市立高倉小学校　平成10年度『たかくら』研究発表会学習指導案, 1998年
・今谷順重編著『総合的な学習の新視点』黎明書房
1997年
・今谷順重編著『横断的・総合的な学習とクロスカリ
キュラム』黎明書房, 1997年
・高階玲治緇『実践クロスカリキュラム』図書文化，
1996年
・佐賀大学文化教育学部附属小学校『学びの文化を生
み出す統合単元学習（二年次研究紀要）』1998年
・相模原市宮上小学校『相模原市教委指定第一次教育
実践研究会学習プラン』1999年
・静岡大学教育学部附属浜松小学校研究紀要　1998年
・島田市立島田第二小学校『校内研修のまとめ』1998年
・島田市立初倉南小学校『平成10年度教育研究発表会
学習指導案』1998年
・上越市立大手町小学校『システムファイル98』1998年
・館山市立北条小学校著，『総合学習をつくる北条プラ
ン30の実践』明治図書, 1997年
・千葉市立打瀬小学校著『21世紀の学校はこうなる』
国土社, 1998年
・富山大学教育学部附属小学校『平成10年度教育研究発表会学習指導案』, 1998年
・　厂総合的な学習一考え方と実践の手引きー」『総合教
育技術2月号増刊』
小学館, 1998年
・新潟大学教育人間科学部附属新潟小学校『研究紀要
第55集　２年次研究一実践編』1998年
・福島大学教育学部附属小学校『研究紀要第29集』1995年
・横浜国立大学教育人間科学部附属鎌倉小学校著『心
の育ちを願う総合学習』明治図書, 1998年
・横浜市立大岡小学校『平成９年度横浜市教委指定研
究発表学習指導案集』1998年
・高浦勝義監修横浜市立日枝小学校著『問題解決力を
育む活動学習
・総合学習の実践』黎明書房, 1995年
・横浜市立日枝小学校著『子供が創る総合学習』黎明
書房, 1998年
６）授業モデル作成においては千葉市立打瀬小学校実
践厂アジア発見
」（千葉市立打瀬小学校著『2工世紀の
学校はこうなる』国土社　1998年）と島田市立島田
第二小学校実践「アジア再発見」を資料としながら
次の教材を使用して構想した
。
・教育出版社平成８年度版　社会６下
・大阪書籍　平成８年度版　小学国語６下
・静岡教育出版社　平成８年度版静岡県道徳読み物集
６年生『心豊かに』
